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　６月２日に、一勝地果実組合（毎床和博 組合長）の協力を得て、勤
労の尊さや意義を理解すること、働く喜びを学ぶこと等を目的として１
学年３１名が「梨の袋かけ体験学習」をしました。
　当日は雨の心配もありましたが、選果場で毎床組合長の挨拶とスケ
ジュールの説明があり、役員が経営する梨園に分かれて梨の袋かけを行
いました。現地では袋の取り方や袋のかけ方の指導を受け、始めは慣れ
ない手つきで袋をかけていましたが、慣れてくると１００枚の袋がすぐ
になくなるほど。農家の方も大変喜んでおられました。
　

農作業の貴重な行程の一部を体験しました！
球磨中学校１学年「梨の袋かけ体験学習」
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�広報「くまむら」　平成２２年６月号

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き
ま
す
！

梅
雨
時
期
の
災
害
対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

福
岡
管
区
気
象
台
の
発
表
に
よ

る
と
、
今
年
七
月
の
天
候
見
通
し

は
、
平
年
に
比
べ
曇
り
や
雨
の
日

が
多
く
、
降
水
量
は
「
平
年
並
」

ま
た
は
「
多
い
」
が
四
〇
％
の
確

率
で
、
梅
雨
時
期
の
豪
雨
も
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
き
な
災
害
も
な
く

平
穏
無
事
な
年
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
を
基
本
に
、
梅
雨
時
期
の

災
害
対
策
を
万
全
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　

防
災
連
絡
会
議
を
開
催

　

六
月
八
日
、生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
行
政
、
議
会
、
消
防
、

各
区
長
、
各
組
織
の
代
表
者
等
約

七
十
人
が
出
席
し
て
「
球
磨
村
防

災
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
桺
詰
村
長
が
「
い
よ
い

よ
梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
球

磨
村
で
は
中
央
を
貫
流
す
る
球
磨

川
、
そ
れ
に
注
ぎ
込
む
多
数
の
河

川
、
急
傾
斜
地
を
控
え
た
集
落
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
地

理
的
状
況
か
ら
梅
雨
時
に
は
、
毎

年
の
よ
う
に
河
川
の
氾
濫
、
山
崩

れ
、
が
け
崩
れ
等
の
災
害
を
心
配

し
て
い
ま
す
。
危
険
性
の
あ
る
河

川
に
つ
い
て
は
河
川
改
修
、
あ
る

い
は
急
傾
斜
地
等
、
地
形
的
に
不

利
な
条
件
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

是
非
、
砂
防
事
業
、
急
傾
斜
地
対

策
事
業
な
ど
議
会
と
一
緒
に
な
っ

て
国
、
県
に
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
・
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し

市
町
村
を
対
象
と
し

た
気
象
警
報
・
注
意

報
が
発
表
さ
れ
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、
市
町
村
長
等

が
行
う
避
難
勧
告
等
の
防
災
対

応
の
判
断
や
、
住
民
の
自
主
的

な
避
難
行
動
を
よ
り
き
め
細

か
く
支
援
す
る
た
め
、
平
成

二
十
二
年
五
月
二
十
七
日
か

ら
、
気
象
に
関
す
る
す
べ
て
の

警
報
・
注
意
報
に
つ
い
て
、
市

町
村
を
単
位
と
し
て
発
表
し
て

い
ま
す
。

の
環
境
づ
く
り
に
村
も
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、「
球
磨
村
地
域
防
災
計

画
」
に
つ
い
て
、
担
当
す
る
各
課
長

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
や
、
障

害
者
等
に
つ
い
て
は
「
災
害
時
要
援

護
者
支
援
対
策
計
画
」
に
基
づ
い
て

支
援
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

平 成 １ ８ 年 に 発 生 し た 坂 口 地 区 の 山 腹 崩 壊

防災会議

　

六
月
十
二
日
、
福
岡
管
区
気
象
台
は
、

九
州
、
山
口
地
方
が
梅
雨
入
り
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
三
日
に
は
、
集
中
豪
雨
に
よ

り
球
磨
川
が
氾
濫
、
県
道
が
冠
水
し
、
総

雨
量
が
二
百
ミ
リ
を
超
え
た
た
め
、
国
道

百
一
九
号
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

梅
雨
時
期
に
限
ら
ず
、
最
近
の
豪
雨
は
短

時
間
に
、
し
か
も
局
地
的
に
強
く
降
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

突
然
の
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や
、

が
け
崩
れ
、
土
石
流
が
発
生
す
る
こ
と
を

予
想
し
て
、早
め
に
持
出
し
品
や
避
難
路
、

避
難
場
所
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

六
月
十
二
日
、
福
岡
管
区
気
象
台
は
、

九
州
、
山
口
地
方
が
梅
雨
入
り
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
三
日
に
は
、
集
中
豪
雨
に
よ

り
球
磨
川
が
氾
濫
、
県
道
が
冠
水
し
、
総

雨
量
が
二
百
ミ
リ
を
超
え
た
た
め
、
国
道

百
一
九
号
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

梅
雨
時
期
に
限
ら
ず
、
最
近
の
豪
雨
は
短

時
間
に
、
し
か
も
局
地
的
に
強
く
降
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

突
然
の
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や
、

が
け
崩
れ
、
土
石
流
が
発
生
す
る
こ
と
を

予
想
し
て
、早
め
に
持
出
し
品
や
避
難
路
、

避
難
場
所
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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日
頃
か
ら
災
害
対
策

を
万
全
に
！

■
天
気
予
報
や
情
報
の
確
認

　

梅
雨
時
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
ど
は
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
の
天
気
予
報

に
注
意
し
、
天
気
の
移
り
変
わ
り
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
持
ち
出
し
品
の
確
認

　

非
常
食
や
飲
料
水
、
懐
中
電
灯
や
携

帯
ラ
ジ
オ
、
乾
電
池
も
忘
れ
ず
に
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確
認

　

緊
急
・
災
害
時
に
避
難
す
る
場
所
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
避
難
場
所
が
ど

こ
な
の
か
、
そ
こ
へ
安
全
に
行
く
た
め

に
は
ど
う
行
け
ば
い
い
の
か
、
普
段
か

ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
命
令
等
の
指
示
に
従
う

　

洪
水
は
短
期
間
の
う
ち
に
増
水
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
避
難
命
令
が
出
る

と
い
う
こ
と
は
、
相
当
危
険
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
無
視
せ

ず
避
難
命
令
等
に
は
速
や
か
に
従
い
ま

し
ょ
う
。

■
避
難
は
早
め
に
複
数
で

　

緊
急
時
に
動
く
時
に
は
早
め
に
、
複
数

で
行
動
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆異常気象時における通行規制について
　大雨等の異常気象時において、落石等による被害が発生する恐れのある区間の事故を未然に防止す
るため、下記のとおり交通規制を行いますので、ご理解とご協力をお願いします。

①規制区間（球磨村内）　 国道２１９号（神瀬楮木から渡の２０．５ｋｍ）
②規制内容 【通行注意】　連続総雨量が１５０mm を超えた場合
　　　　　 【通行禁止】　連続総雨量が２００mm を越えた場合
　　　　　 【規制解除】　�時間雨量が２mm 以下で３時間経過した後、道路パトロール等で安全が確

認された場合、解除する。ただし、夜間は安全が確認できないため、夜明
けを待って道路パトロール等を行います。（夜間の解除はできません）

③緊急車両　�通行規制中における規制区間内の通行は、緊急車両等であっても認めないのを原則として
います。ただし、当該緊急車両等の業務上、真にやむを得ない事情があるときは、危険が
あることを充分認識していただき、当該車両の責任において通行させる場合もあります。

（問い合わせ先）　球磨地域振興局土木部維持管理課　（☎２４−４２０８）
　　　　　　　　　  　　又は 球磨村役場　建設課　（☎３１−１１１６）

■避難予定場所

避難対象
地　　区

予想される
危　　　険

河  川　名等
災害危険区域
の指定の有無

避　　難　　予　　定　　場　　所
第１避難所 第２避難所 第３避難所

管理責任者場　所　名 収容
人員 場　所　名 収容

人員 場　所　名 収容
人員

渡 洪　水 球磨川、小川 渡小学校屋内運動場 300 雲　泉　寺 50 渡保育園 50 学校長・植木了証
上田博孝

渡 洪　水 球磨川、小川 渡多目的集会施設 130 島田公民館 30 舟戸公民館 30 役場・区長・班長

渡 山腹崩壊等 渡地区 峯公民館 30 球磨村総合運動公
園 ( 桜ドーム） 500 区長・班長・役場

中園・田頭 洪　水 球磨川、中園川 球磨村生活改善センター 300 役場

一勝地 洪　水 芋　川 一勝地小学校屋内運動場 300 一　勝　寺 50 意　足　院 50 学校長・森紹道
中井就公

一勝地 洪　水 芋　川 球磨中学校屋内運動場 500 学校長
一勝地 山腹崩壊等 一勝地地区 ふるさと振興センター 30 友尻公民館 30 役場・区長・班長
池　下 洪　水 球磨川 池下公民館 30 区長・班長

淋 洪　水 球磨川 （※淋地区は防災工事終了後に選定する）
大坂間 洪　水 球磨川 大坂間公民館 30
三ヶ浦 山腹崩壊等 三ヶ浦地区 大無田地区林業総合センター 130
神　瀬 洪　水 球磨川、川内川 神瀬多目的集会施設 130
神　瀬 洪　水 球磨川、川内川 信　証　寺 50 神　照　寺 50 乗　光　寺 50

高沢･横井
蔵谷･沢見 山腹崩壊等 中園川 高沢地区多目的集会所 100 区長・班長

※上記表の外 ､各地区公民館は全て避難場所として指定 ｡
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第
四
回 

球
磨
村
議
会
定
例
会
開
催

　

六
月
定
例
議
会
が
、
六
月
十
五
日
に
召
集
さ
れ
、
十
八
日
ま
で
の

四
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
平
成
二
十
一
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
二
件
、
条
例
の
改
正
案
三
件
、
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算

二
件
、
規
約
の
一
部
変
更
二
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
五
人
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。

報　

告

●�

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　
（�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
一
般

会
計
予
算
）

　
（�

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
簡
易

水
道
特
別
会
計
予
算
）

条　

例

●�

球
磨
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

●�

球
磨
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●�

球
磨
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

予　

算

●�

平
成
二
十
二
年
度
球
磨
村
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

●�

平
成
二
十
二
年
度
球
磨
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

規　

約

●�

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

●�

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（�

球
磨
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設

工
事
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（�

一
勝
地
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
工
事
）

そ
の
他

●�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

　

板
﨑
壽
一
氏
を
推
薦

●
請
願
書
に
つ
い
て

（�

現
行
保
育
制
度
の
維
持
と
子
育
て

支
援
施
策
の
拡
充
に
つ
い
て
国
へ

の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
）　

一
般
質
問

◆
田
代
利
一
議
員

一
、
地
域
社
会
作
り
に
つ
い
て

二
、
産
業
振
興
に
つ
い
て

◆
多
武
義
治
議
員

一�

、�

渡
と
神
瀬
に
役
場
支
所
の
開
設
を

二�
、�

閉
校
し
た
学
校
の
活
用
策
に
つ
い
て

三
、�
再
編
し
た
小
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

四
、
村
長
選
出
馬
の
意
思
は

◆
高
澤
康
成
議
員

一
、
小
子
化
対
策
に
つ
い
て

二
、
球
磨
村
の
社
会
福
祉
に
つ
い
て

三
、一
王
子
団
地
に
つ
い
て

◆
舟
戸
治
生
議
員

一
、
治
水
対
策
に
つ
い
て

二
、
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

◆
嶽
本
孝
司
議
員

一
、�

村
道
、
林
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て 多くの方が傍聴されました

　球磨村では、「ふるさと球磨村」に想いを持つ方からいただいた「ふるさと納税（寄附金）」を財源と
して、ご寄附いただいた方の意向を各種事業に反映し、ふるさとづくりを進めて行きたいと思います。
平成２２年度においても、球磨村ふるさと寄附制度を活用して、豊かな自然環境を次世代に引き継ぎ、
安全で安心な地域づくりを進める球磨村の応援をお願いします。

寄附金の内訳（平成２1 年度：１１件）
番号 事業種類（指定事業の区分） 寄附金額（円）

1 福祉、少子及び高齢化対策 100,000
2 自然環境保全、景観の維持 100,000
3 産業の振興
4 教育、スポーツ活動の充実 180,000
5 歴史、文化の保存 20,000
6 その他（事業の指定なし） 301,000

合計 701,000

（問い合わせ先）
〒 869-6401
熊本県球磨郡球磨村大字渡 1730 番地
球磨村役場　総務企画課　総務係
　　　電　話　0966-32-1111
　　　ＦＡＸ　0966-32-1230

ありがとうござい
ます！ ふるさと納税（ふるさと寄附金）大切に

活用させていただきます。
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小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
、
今

年
三
月
末
で
廃
校
と
な
っ
た
、
旧

一
勝
地
第
二
小
学
校
、
旧
神
瀬
小

学
校
及
び
神
瀬
多
目
的
周
辺
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
住
民
の
方
の

意
見
を
聞
く
た
め
、
六
月
二
日
と

三
日
に
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
ま
ず
桺
詰
村
長

が
「
学
校
再
編
に
よ
り
、
旧
小
学

校
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地

域
の
特
性
、
環
境
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う
活

用
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
、
学
校
教

育
施
設
と
同
時
に
地
域
の
文
化
の

拠
点
、
体
育
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
も
併
せ
て
皆
様
と
、
今
後
ど

う
活
用
し
て
い
く
か
、
是
非
、
地

域
の
皆
様
方
の
率
直
な
意
見
や
ご

提
案
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
基
に
我
々
行
政
と
し
て
も
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の

説
明
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

意
見
討
議
が
行
わ
れ
、
最
後
に
出

た
意
見
を
発
表
す
る
方
法
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
実
情
を
把
握
さ
れ
て
い

る
だ
け
に
、
集
ま
っ
た
住
民
の
方

か
ら
は
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
、

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
多
く
の
提

案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
提
案
さ
れ
た
主
な
意
見
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。】

●
施
設
活
用
検
討
協
議
会
（
仮
称
）

　

を
立
ち
上
げ
て
活
用
を
検
討

　

最
後
に
桺
詰
村
長
か
ら
「
ご
提

案
い
た
だ
い
た
意
見
を
役
場
で
集

約
し
、
更
に
地
域
の
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
、
地
域
と
共
に
考

え
て
い
く
必
要
も
あ
る
た
め
、
施

設
活
用
検
討
協
議
会
（
仮
称
）
を

地
域
の
中
に
立
ち
上
げ
て
検
討
し

て
行
き
た
い
の
で
、
是
非
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
提
案
が
さ

れ
ま
し
た
。

旧
小
学
校
跡
の
活
用
を

〜 
三
ヶ
浦
・
神
瀬
で
座
談
会 

〜

地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
！

座談会でご提案いただいた主な意見（ 多くのご意見を頂きましたが、その一部を掲載しています。）		

◆旧神瀬小学校会場（神瀬多目的周辺を含む）		
・インターネットやホームページでも活用方法を募集したら
・温泉施設
・特産加工施設
・グリーンツーリズムや畑つきで都会からの人を受け入れる
・文化協会や生涯学習の学習施設
・給食室は高齢者への料理配達の調理場所
・�地元者雇用の道の駅（大型駐車場）や特産品販売所、レ

ストラン
・地域の行事に利用（消防、分会、夏休みのプールなど）
・災害時の避難場所（シャワーや暖房を完備）、ヘリポート
・�老人ホームなどの高齢者福祉施設（グループホームやデ

イサービスなど）
・�球磨川を活用しカヌーやラフティング、船舶練習場など

の利用者宿泊施設
・�宿泊研修施設（キャンプや合宿所、神瀬地域をルート化

した観光宿泊施設）
・�企業誘致（コンビニや小規模企業、通信販売の販売者所、

大型ショッピングセンターや映画館）
・グラウンドを農地化し果樹や特産野菜を栽培
・�神瀬多目的周辺は児童公園や
　駐車場、分譲住宅、高齢者の
　憩いの広場
・多目的は役場支所や図書館
・�川島文館（旧川島分校）
　布ヶ滝を利用したキャンプ
　場や、お茶摘み体験の宿泊
　施設

◆旧一勝地第二小学校会場		
・村外にもＰＲし広く活用してもらったらどうか
・�グリーンツーリズムの拠点（都市との交流やワーキ

ングホリデーなど）
・老人ホームなどの高齢者福祉施設
・農林産物の特産加工施設
・企業の誘致
・災害時の避難場所やヘリポート
・梨祭りのイベント会場
・温泉を掘って保養施設
・生涯学習施設（料理教室、盆栽や植木作りなど）
・�歴史資料館（一勝地第二小学校の歴史など）や農業

資料館
・�地域の行事に利用（消防、分会、老人会、ホタルコ

ンサート、三球連、夏休みのプールなど）
・�新規農業者の受け入れや、自然を利用した宿泊場所
（ラフティングやキャンプ、学生の合宿所）

・教職員住宅は村営住宅に利用
・�学校田は、一勝地小の学校田や地元の人に開放。ま

た、棚田オーナーの募集
・保育所跡地は炭焼きやバーベキュー会場
・旧俣口分校はキャンプ場
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各
種
事
業
を
説
明

二
十
二
年
度  

初
の
区
長
会

　

五
月
二
十
一
日
に
、
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
一
回
区

長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
区
長
の
ほ
か
、
執

行
部
や
行
政
区
に
配
置
さ
れ
た
職

員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
桺
詰
村
長
が
「
二
年
前

に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
行
政
区
の
再
編
を
行
い
ま
し

た
。
二
年
を
一
期
と
し
て
区
長
を

お
願
い
し
、
一
期
が
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
、
新
た
に
区
長

に
な
ら
れ
た
方
、
再
選
を
さ
れ
た

方
お
ら
れ
ま
す
が
、
区
長
さ
ん
の

お
力
添
え
が
村
政
を
ど
う
ス
ム
ー

ズ
に
動
か
し
て
い
く
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
課
長
か
ら
議
題
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
課
長
か
ら
の
説
明
は

次
の
と
お
り
で
す
。

 

総
務
企
画
課

一
、
役
場
組
織
に
つ
い
て

二�

、
職
員
担
当
区
割
り
当
て
に
つ

い
て

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
全
区
に

お
い
て
「
主
任
」「
副
主
任
」
の
二

名
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

三
、
区
長
研
修
に
つ
い
て

四�

、
球
磨
村
情
報
通
信
施
設
事
業

に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
ま
で
に

工
事
を
完
了
、
平
成
二
十
三
年
一

月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
予
定
で
す
。

各
住
宅
へ
の
引
き
込
み
工
事
は
、

平
成
二
十
二
年
十
月
以
降
の
予
定

で
す
。
加
入
申
込
も
随
時
総
務
企

画
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
機
購

入
助
成
に
つ
い
て
は
、
非
課
税
世

帯
を
対
象
と
し
て
支
給
す
る
予
定

で
す
の
で
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
購
入
さ
れ
た
場
合
は
、
販
売
店

か
ら
領
収
書
等
を
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

五�

、
平
成
二
十
二
年
度
国
勢
調
査

に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
現
在

で
、
村
内
に
在
住
す
る
全
て
の
方

を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

六�

、
第
三
十
一
回
「
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
く
ま
む
ら
」
に
つ
い
て

　

十
月
十
六
日（
土
）・
十
七
日（
日
）

に
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
で
実
施

し
ま
す
。

 
税　

務　

課

一
、
課
税
係

　

①�

家
屋
の
異
動
に
伴
う
調
査
に

つ
い
て

　

②
公
民
館
の
家
屋
調
査
に
つ
い

　
　

て

二
、
地
籍
調
査
係

　

平
成
二
十
年
度
で
村
内
全
域
の

一
筆
地
調
査
が
完
了
し
、
平
成

二
十
三
年
度
ま
で
に
、閲
覧
、認
可
、

登
記
の
作
業
で
地
籍
調
査
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

 

住
民
福
祉
課

一�

、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申

請
・
交
付
に
つ
い
て

　

六
月
一
日
か
ら
旅
券（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
の
申
請
受
付
・
交
付
事
務
の

権
限
が
村
に
移
譲
さ
れ
、
球
磨
村

役
場
窓
口
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

熊
本
県
の
旅
券
窓
口
は
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
役
場
窓
口
で
の

申
請
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
で
、
受
け
取
り
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な
り
、
申

請
か
ら
発
行
ま
で
は
二
週
間
を
要

し
ま
す
。

　

旅
券
交
付
手
数
料
は
十
年
間
が

一
万
六
千
円
、
五
年
間
が
一
万
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二�

、
福
祉
バ
ス
の
利
用
実
績
に
つ

い
て

　

昨
年
度
の
運
行
は
二
百
五
十
五

日
で
、
五
千
三
百
四
十
四
人
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

●
各
路
線
利
用
実
績

三
ヶ
浦
線･･･

三
百
六
十
七
人

横
井
線･･･

二
千
二
百
九
十
六
人

川
岳
線･･･

九
十
一
人

大
槻
線･･･

七
百
五
十
九
人

遠
原
線･･･

八
百
六
十
一
人

神
瀬
線･･･

九
百
三
十
四
人

三�

、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
に　

つ
い
て

　

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
事
業
は
六
年
目

を
迎
え
十
六
会
場
で
二
百
六
十
四

名
の
利
用
者
が
、健
康
体
操
や
ゲ
ー

ム
な
ど
で
健
康
づ
く
り
、
寝
た
き

り
予
防
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
手
伝
い
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
九
十
名
が
登
録
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

四�

、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座

　

介
護
予
防
を
地
域
ぐ
る
み
で
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
講

座
（
全
四
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
六
月
末
に
第
一
回
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

五�

、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　

高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ

ら
れ
た
能
力
を
活
か
し
、
働
く
こ

と
を
通
じ
て
生
き
が
い
作
り
を
見

出
し
、
健
康
づ
く
り
社
会
参
加
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
受
注
業
務
の
主
な
も
の
は

草
払
い
や
稲
刈
り
、
お
茶
摘
み
な

ど
の
農
作
業
の
他
、
庭
木
の
剪
定

や
屋
内
清
掃
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
参
加
下
さ
い
。

生活改善センターでの区長会
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健
康
衛
生
課

一
、
住
民
健
診
に
つ
い
て

　

六
月
十
二
日
〜
十
九
日
に
実
施

し
ま
す
。
四
十
歳
〜
七
十
四
歳
の

球
磨
村
国
保
の
方
を
対
象
と
し
た

「
特
定
健
診
」
の
受
診
率
の
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

を
早
く
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
早
道
で
あ
り
、

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
か
ら
大

き
な
病
気
が
出
て
い
る
現
状
で
す
。

是
非
、
特
定
健
診
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

 

産
業
振
興
課

（
農
業
係
）

◆
各
種
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

①
水
稲
一
斉
防
除
事
業

　

②�

樹
園
地
造
成
（
苗
木
補
助
）

事
業

　

③
農
業
共
済
掛
金
補
助
事
業

　

④
水
田
等
畦
畔
整
備
事
業

　

⑤�

地
元
産
米
消
費
拡
大
（
米
飯

給
食
）
事
業

　

⑥
農
業
用
施
設
整
備
事
業

　

⑦
田
畑
等
整
備
事
業

　

⑧
農
道
等
整
備
事
業

（
林
業
係
）

一�

、
作
業
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補

助
事
業

・
原
則
と
し
て
一
地
区
一
路
線

・
打
設
量
の
一
割
は
受
益
者
負
担

・
申
請
は
六
月
二
十
一
日
ま
で

二
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

　

有
害
鳥
獣
被
害
が
あ
っ
た
場
合

は
産
業
振
興
課
ま
で
連
絡
下
さ
い

現
在
の
捕
獲
許
可
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・�

シ
カ　

�

四
月
一日
か
ら
九
月
二
十
七

日
（
村
全
域
）

・�

イ
ノ
シ
シ　

�

四
月
一
日
か
ら
六
月

二
十
九
日
（
村
全
域
）

・�

サ
ル　

�

五
月
一
日
か
ら
五
月

三
十
日
（
村
全
域
）

（
商
工
観
光
係
）

一�

、
球
磨
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
愛
称
募
集

　
（
広
報
く
ま
む
ら
五
月
号
掲
載
）

二
、
重
点
分
野
職
員
公
募

　
（
広
報
く
ま
む
ら
五
月
号
掲
載
）

 

建　

設　

課

一�

、
各
種
工
事
に
伴
う
通
行
止
め

等
の
規
制
に
つ
い
て

【
全
面
通
行
止
】

・
林
道
大
槻
大
岩
線
（
大
浦
地
内
）

　
〔
当
分
の
間
〕

【
時
間
通
行
止
】

・
県
道
一
勝
地
神
瀬
線
（
淋
地
内
）

　
〔
五
月
二
十
八
日
ま
で
〕

・
県
道
高
沢
一
勝
地
線（
坂
口
地
内
）

　
〔
七
月
三
十
一
日
ま
で
〕

・
県
道
高
沢
一
勝
地
線（
板
﨑
地
内
）

　
〔
八
月
十
日
ま
で
〕

 

教
育
委
員
会

一�

、
文
化
協
会
サ
ー
ク
ル
会
員
募

集
に
つ
い
て

　

自
ら
が
「
心
の
健
康
づ
く
り
」

で
あ
る
文
化
活
動
を
と
お
し
、
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
自
ら
の

成
長
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

文
化
協
会
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◆
予
定
講
座
名

　
「
押
し
花
」「
竹
細
工
」「
陶
芸
」「
水

墨
画
」「
写
真
」「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」

「
絵
手
紙
」「
カ
ラ
オ
ケ
」「
詩
吟
」「
大

正
琴
」「
山
野
草
」「
華
道
」「
茶
道
」

「
庭
木
づ
く
り
」

二�

、
生
涯
学
習
講
座
受
講
生
の
募

集
に
つ
い
て

　

学
ぶ
楽
し
さ
や
仲
間
同
士
の
交

流
な
ど
、「
豊
か
な
生
活
」
を
お
く

る
う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。
生

活
学
習
活
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

◆
予
定
講
座
名

　
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

「
英
会
話
」「
３
Ｂ
体
操
」「
フ
ラ
ダ

ン
ス
」「
パ
ソ
コ
ン
」「
コ
ー
ラ
ス
」

「
絵
画
」

三
、
金
石
文
の
調
査
に
つ
い
て

　

地
区
内
に
古
来
か
ら
存
在
す
る

石
碑
や
墓
碑
等
に
刻
ま
れ
た
文
字

や
故
人
の
功
績
等
を
文
書
（
文
字
）

化
し
て
後
世
に
残
す
た
め
に
、
区

長
様
に
調
査
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。

四�

、
公
民
館
図
書
室
の
利
用
に
つ

い
て

　

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
内
に
図
書

室
を
整
備
し
ま
し
た
。
利
用
可
能

に
な
り
ま
し
た
ら
広
報
紙
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

五�

、
く
ま
む
ら
ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
幸
せ
な

生
涯
を
お
く
れ
る
よ
う
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

◆
ク
ラ
ブ
名

　
「
卓
球
」「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」「
ソ
フ
ト
ミ
ニ

バ
レ
ー
」「
サ
ッ
カ
ー
」「
弓
道
」「
走

ろ
う
会
」　　
　
　
　
　
　
　
　

代表して質問する４区の富永区長

整備中の図書室
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六
月
十
七
日
、
球
磨
村
総
合
運

動
公
園
芝
生
広
場
に
お
い
て
、「
球

磨
村
情
報
通
信
施
設
整
備
工
事
」

の
安
全
祈
願
祭
が
村
長
、
議
会
議

員
、
区
長
代
表
及
び
工
事
関
係
者
、

役
場
関
係
者
が
参
列
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
発
注
者
と
し
て
桺

詰
恒
雄
村
長
が
、「
よ
う
や
く
着
工

の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
情

報
通
信
施
設
整
備
を
計
画
し
た
目

的
は
三
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
一

つ
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
供

給
し
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
を
解

消
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
し
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
を

解
消
す
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
携

帯
電
話
基
地
局
の
伝
送
路
を
整
備

し
、
携
帯
電
話
不
感
エ
リ
ア
を
解

消
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一

年
度
に
総
務
省
の
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
推
進
交
付
金
を
申
請
し
、

そ
の
他
、
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
、

過
疎
債
を
利
用
し
村
か
ら
の
一
般

財
源
の
持
ち
出
し
を
少
な
く
す
る

よ
う
な
手
立
て
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
付
金
の
内
定
の
情
報

が
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
一
月
か

ら
二
月
に
村
内
二
十
一
箇
所
で
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
加
入
申
込

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
工
事
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
渡
多

目
的
集
会
施
設
に
セ
ン
タ
ー
施
設
、

球
磨
村
役
場
と
神
瀬
多
目
的
集
会

施
設
に
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
施
設
を
設

置
し
、
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
受

信
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
。
引

き
込
み
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
約

光
フ
ァ
イ
バ
ー
工
事
を
着
工　

総
合
運
動
公
園
で
安
全
祈
願
祭

工事の安全を祈願して

  家庭菜園など野菜をつくる楽しみを知ってもらうために、初心者の方を対象に「野菜栽培講習会」
を実施します。
  今回は、転作田への振興作物であるインゲンの栽培管理方法について予定しています。
  ＪＡくま下球磨営農センターより講師を招いて、身近でわかりやすい説明をしていただきますの
で、ご近所お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。
　　　１．講習作物　　インゲン　　　　２．参加費　　無料
　　　３．開催日程

期　日 時　間 集　合　場　所

平成 22 年７月５日（月）

午前  9 時 00 分 松谷公民館前

午前 10 時 30 分 一勝地温泉かわせみ前

午後  1 時 30 分 ＪＡ渡給油所横選果場

（問い合わせ先）　球磨村役場　産業振興課　農業係　☎３２−１１１５（内線302）
　　　　　　　　　ＪＡくま下営農センター　　　　　☎２８−３０６０

野菜栽培講習会の開催について

千
六
百
五
十
世
帯
、光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
延
長
は
約
百
九
十
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
使
用
電
柱
は
四
千
本
と
い

う
工
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
工
事

の
期
間
中
は
、
安
全
に
細
心
の
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
設
計
管
理
者
で
あ
る
イ

ク
ス
ト
ラ
イ
ド
株
式
会
社
の
樅
木

裕
孝
社
長
、
施
工
業
者
で
あ
る
株

式
会
社
九
電
工
の
常
務
執
行
役
員

丸
山
明
熊
本
支
店
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
工
事
の

安
全
の
た
め
球
磨
村
議
会
柳
詰
正

治
議
長
の
音
頭
で
乾
杯
を
し
ま
し

た
。

　

工
事
は
、
村
内
全
域
・
全
世
帯

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
敷
設
、
セ
ン

タ
ー
工
事
が
始
ま
り
、
各
世
帯
へ

の
引
き
込
み
工
事
は
、
今
年
十
月

以
降
、
今
年
度
末
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
翌
年
一
月
か
ら
は
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
利
用
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
各
世
帯
で
見
ら
れ
る
ほ

か
、
パ
ソ
コ
ン
で
は
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
今
年

中
に
は
通
話
可
能
と
な
る
予
定
で
、

そ
の
他
、
福
祉
や
教
育
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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盛
会
の
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会

　

六
月
六
日
、
旧
神
瀬
小
学
校
に

お
い
て
消
防
団
夏
期
訓
練
が
開
催

さ
れ
小
谷
団
長
以
下
、
百
四
十
九

名
の
消
防
団
員
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

集
合
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、桺
詰
村
長
が
「
昨

年
は
災
害
が
な
い
年
で
し
た
が
、

今
年
に
入
り
住
家
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
迅
速

な
消
火
活
動
に
よ
り
人
的
被
害
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
日

頃
の
訓
練
の
成
果
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、
続
い
て
小

谷
団
長
、
消
防
署
西
分
署
長
の
挨

拶
で
訓
練
に
入
り
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
十
二
名
の
新
入
団

員
が
基
礎
的
な
訓
練
を
行
い
、
慣

れ
な
い
動
作
に
戸
惑
う
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
規
律
訓
練
、

通
常
点
検
の
訓
練
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
体
育
館
で
は
、
救
急

法
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

救
急
法
の
訓
練
で
は
、
止
血
の

方
法
や
、
棒
と
毛
布
で
担
架
を
作

る
方
法
、
必
要
に
応
じ
て
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
お
く
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方

梅
雨
時
期
を
前
に

訓
練
を
実
施
！

〜
消
防
団
夏
期
訓
練
〜

の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
と
並
行
し
て
献

血
へ
の
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
、

四
十
四
名
の
団
員
が
献
血
に
協
力

し
ま
し
た

消防　夏期訓練

　

六
月
十
日
に
球
磨
中
学

校
に
お
い
て
、
小
中
連
携

事
業
開
校
式
が
渡
小
学
校

及
び
一
勝
地
小
学
校
の
六

年
生
三
十
四
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
十
六

年
度
か
ら
始
ま
り
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
な

め
ら
か
な
入
学
を
図
る
た

め
、
小
学
校
・
中
学
校
が

協
力
し
中
学
校
を
会
場

に
、
六
年
生
の
学
校
間
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
内
容
は
「
場
所
」・

「
友
達
」・「
学
習
」
に
慣
れ
る
た
め

の
英
語
及
び
体
育
、
特
別
活
動
を

閉
校
式
ま
で
合
計
十
三
回
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
、
中
根
耕
造
教
育

長
、
球
磨
中
学
校
の
友
尻
憲
秀
校

長
が
挨
拶
し
、
そ
の
後
、
内
容
の

説
明
と
、
昨
年
こ
の
事
業
に
参
加

し
た
球
磨
中
学
校
一
年
生
の
澤
見

莉
花
子
さ
ん
、
犬
童
拓
実
君
、
井

本
恵
理
香
さ
ん
、
野
々
原
雅
也
君

が
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
心
配
し

て
い
た
英
語
も
良
く
分
か
り
、
友

達
も
沢
山
で
き
て
良
か
っ
た
こ
と

等
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

小中連携事業開校式

　

六
月
十
二
日
に
、
東
京
カ
ワ
セ

ミ
会
（
大
瀬
克
博
会
長
）
が
東
京

都
千
代
田
区
の
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹

町
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
は
、
首

都
圏
在
住
で
球
磨
村
に
縁
の
あ
る

仲
間
の
交
流
の
場
と
し
て
、
平
成

十
六
年
六
月
に
発
足
さ
れ
今
回
で

七
回
目
、
現
在
で
は
会
員
が
九
十

名
を
越
え
年
々
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
東
京
近
郊
か
ら

四
十
四
名
が
出
席
さ
れ
、
新
規
に

会
員
と
な
ら
れ
た
五
名
の
方
も
参

加
さ
れ
て
お
り
、
村
か
ら
も
中
根

教
育
長
を
は
じ
め
職
員
三
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
瀬
克
博
会
長
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、
中
根
教
育
長
が
球
磨

村
の
村
政
と
近
況
報
告
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し

た
が
、
ふ
る
さ
と
の
話
題
や
近
況
の

話
題
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
懇
親
会

の
中
で
は
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た

「
球
磨
村
の
特
産
品
」
が
当
た
る
抽

選
会
が
あ
り
、ふ
る
さ
と
の
「
焼
酎
」

や
「
米
」
が
好
評
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
は
、
抽
選
会
と
別
に
特

産
品
の
販
売
会
を
行
っ
て
ほ
し
い

と
の
声
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
「
球

磨
村
」
を
思
う
参
加
者
の
熱
い
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

球
磨
村
で
は
、
ふ
る
さ
と
球
磨

村
と
都
市
部
に
在
住
の
方
を
結
ぶ

「
カ
ワ
セ
ミ
会
」
を
設
立
し
、
球
磨

村
の
応
援
団
と
な
っ
て
頂
き
、
都

市
部
へ
ふ
る
さ
と
情
報
の
発
信
に

努
め
て
い
ま
す
。
現
在
、「
東
京
」

「
関
西
」「
九
州
」「
東
海
」
の
四
つ

の
地
域
で
カ
ワ
セ
ミ
会
員
を
募
集

し
て
お
り
の
で
、
球
磨
村
に
少
し

で
も
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
の
皆

様
か
ら
広
報
く
ま
む
ら
の
送
料
と

し
て
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



10広報「くまむら」　平成２２年６月号

　

五
月
二
十
一
日
に

球
磨
郡
民
体
育
祭

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
あ
さ
ぎ
り
町
免
田

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
本
村
か
ら
は
男

子
、女
子
が
出
場
し
、

見
事
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
男
女
と

も
十
チ
ー
ム
に
よ
る

予
選
リ
ー
グ
と
、
上
位
六
チ
ー
ム

に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
練
習
と
は
違

う
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
た
め
、
昨
年
ま

で
は
転
び
す
ぎ
た
り
、届
か
な
か
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

男女アベック優勝！
郡体ゲートボール大会

距
離
感
を
重
視
し
、
作
戦
を
立
て

試
合
に
臨
み
、
女
子
は
三
年
ぶ
り
、

男
子
は
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

同
月
二
十
四
日
に
は
、
村
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
協
会
の
嶽
本
正
司
会
長

と
馬
場
秋
男
さ
ん
、
鳥
飼
勝
子
さ

ん
が
村
長
室
を
訪
れ
、
桺
詰
村
長

へ
優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

桺
詰
村
長
は
、「
優
勝
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
幸
先
の
い
い
ス

タ
ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。
九
月
の

県
民
体
育
祭
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
県
民
体
育
祭
は
九
月
十
八

日
と
十
九
日
に
荒
尾
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。　

　

六
月
八
日
に
、
あ
さ
ぎ
り
町
森

園
サ
ッ
カ
ー
場
に
お
い
て
、
郡
民

体
育
祭
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
開

催
さ
れ
、
男
子
が
優
勝
、
女
子
も

二
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

　

試
合
会
場
は
芝
生
で
は
あ
り
ま

し
た
が
起
伏
が
激
し
く
、
ホ
ー
ル

に
寄
せ
る
の
に
苦
戦
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
練
習
の

成
果
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
数
回

出
て
好
成
績
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

男
子
が
九
チ
ー
ム
（
一

チ
ー
ム
八
名
）、
女
子
が

九
チ
ー
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
男
子
は
球
磨

村
、
多
良
木
町
、
湯
前
町
が
八
ホ
ー

ル
を
終
了
し
百
九
十
五
打
で
並
び

ま
し
た
。
し
か
し
、
嶽
本
正
司
さ

ん
が
二
十
八
打
と
い
う
好
成
績
で

個
人
優
勝
さ
れ
た
た
め
、
個
人
成

績
で
上
位
に
な
っ
た
球
磨
村
チ
ー

ム
が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
女
子

も
二
百
二
打
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
で
し
た
が
、
お
し
く
も
多
良

木
町
に
破
れ
二
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
翌
日
に
は
、
球
磨
村
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
長
の
高
澤

欣
一
さ
ん
と
、
個
人
優
勝
し
た
嶽

本
正
司
さ
ん
が
村
長
室
を
訪
れ
、

川
口
副
村
長
へ
優
勝
の
報
告
を
し

ま
し
た
。

男
子
優
勝
！  

女
子
も
二
位

郡
体
育
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

六
月
一
日
、
球
磨
村
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成

二
十
二
年
度
球
磨
村
体
育
協
会
評

議
員
会
（
総
会
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

評
議
員
会
で
は
、
桺
詰
恒
雄
体

育
協
会
会
長
が
「
昨
年
度
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
あ

り
ま
し
た
が
、
予
定
し
ま
し
た
行

事
も
順
調
に
展
開
し
、
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
体
育
協
会

の
活
動
が
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
、

融
和
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ

く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
今
後
も
大
変
重
要
な
活
動

に
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
を

可
決
し
、
平
成
二
十
二
年
度
の
事

業
計
画
と
収
支
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
新
春
の
一
月
に
実
施
し

て
い
た
「
分
会
対
抗
駅
伝
大
会
」

を
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅

伝
大
会
の
代
表
選
手
選
考
会
も
兼

ね
る
た
め
、
十
月
三
十
一
日
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
年
に
一
回
の
実
施
と

な
っ
た
「
村
民
体
育
祭
」
も
、
今

年
度
は
十
月
三
日
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

○
村
内
の
体
育
協
会
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
行
事
の
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）

十
月
三
日
に
村
民
体
育
祭

今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
決
ま
る
！

期　日 事　　業　　名
　６月２７日 分会対抗ミニバレーボール祭
　８月１６日 ナイターソフト選手権大会（〜２７日）
　９月　５日 分会対抗ソフトボール祭
１０月　３日 村民体育祭
１０月３１日 分会対抗駅伝大会
１１月　３日 剣道大会
１１月１２日 弓道大会
　１月３０日 バドミントン大会

優勝の男女ゲートボールチーム

喜びのグラウンドゴルフチーム



11 広報「くまむら」　平成２２年６月号

　

六
月
五
日
、
大
槻
キ
ャ
ン
プ
場

で
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
が
行
わ
れ
、

村
内
各
小
学
校
の
緑
の
少
年
団
約

六
十
九
人
と
青
年
団
等
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、桺
詰
村
長
、中
根
教
育
長
、

大
槻
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
人
の
大

槻
湊
さ
ん
、
緑
の
少
年
団
代
表
で

渡
小
六
年
生
の
高
永
李
里
佳
さ
ん

と
一
勝
地
小
学
校
六
年
生
の
野
々

原
あ
り
な
さ
ん
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
桺
詰
村
長
、
管
理
人

の
大
槻
さ
ん
が
挨
拶
を
し
、
予
定

さ
れ
て
い
た
調
理
研
修
、
竹
串
づ

く
り
、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ヤ
マ
メ
の
つ
か

み
取
り
で
は
、水
の
張
ら
れ
た
プ
ー

ル
に
百
匹
ほ
ど
の
ヤ
マ
メ
が
放
た

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
水
し
ぶ
き
を

上
げ
あ
げ
な
が
ら
、
す
ば
や
く
泳

ぐ
ヤ
マ
メ
を
苦
戦
し
な
が
ら
も
捕

ま
え
て
い
ま
し
た
。
捕
ま
え
た
ヤ

マ
メ
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
竹

串
に
刺
し
、
炭
火
で
塩
焼
き
に
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
苦
労
し

て
作
っ
た
塩
焼
き
の
味
に
ニ
ッ
コ

リ
の
笑
顔
。

　

午
後
は
、
一
武
保
育
園
園
長
の

福
山
大
介
先
生
を
講
師
に
、
自
然

を
利
用
し
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

の
実
技
研
修
を
行
い
、
渡
小
六
年

生
の
中
村
桃
華
さ
ん
が
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
槻
キ
ャ
ン
プ
場
は
旧
大
槻
分

校
を
改
修
し
て
あ
り
、
夏
休
み
は

多
く
の
団
体
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

第６０回　球磨郡民体育祭が開催されます
　郡内一円で、次のとおり郡民体育祭が開催され、本村からも多くの代表選手が出場しますので、皆様の応
援をお願いします。

参議院選挙により変更になる場合もあります。　　　　 （種目は、球磨村から選手が出場予定の種目のみ）

種　　目 日　　時 会　　場

陸 上 競 技 ７月２５日（日）　　８：３０ 多良木町多目的総合グラウンド

水 　 　 泳 ７月１８日（日）　　９：００ 湯前町Ｂ＆Ｇプール

軟 式 野 球
７月　３日（土）　　８：３０ 多良木町多目的総合グラウンド

７月　４日（日）　　９：００ 上総合運動公園野球場

ソ フ ト ボ ー ル
７月１０日（土）　１０：００

錦町国体記念球場・錦町総合グラウンド
７月１７日（土）　１０：００

ソ フ ト テ ニ ス ７月１８日（日）　　８：３０ 村山公園テニスコート

卓 　 　 球 ７月１８日（日）　　８：３０ 錦中学校体育館

バ ド ミ ン ト ン
７月１８日（日）　　８：３０ 高山総合運動公園体育館

７月２５日（日）　　８：３０ （１８日団体戦・２５日個人戦）

バ レ ー ボ ー ル ７月１８日（日）　　９：００ 相良村総合体育館

サ ッ カ ー
７月１８日（日）　　９：００

あさぎり町森園サッカーコート
７月２１日（水）　１９：００

剣 　 　 道 ７月　４日（日）　　９：００ 湯前中学校

弓 　 　 道 ７月　４日（日）　　８：３０ 免田弓道場

銃  剣  道 ７月１１日（日）　　９：３０ 須惠小学校体育館

ゴ  ル  フ ７月　３日（土）　　７：３０ 球磨カントリー倶楽部

※ゲートボール（５月２１日）とグランドゴルフ（６月８日）は終了しています。

シ
ー
ズ
ン
到
来
！

大 
槻
キ
ャ
ン
プ
場

開　

き

やまめのつかみ取り（早く〜バケツ、バケツ！）

キャンプ場テープカット



12広報「くまむら」　平成２２年６月号

 乳がん・子宮頸がんの施設健診について

★期　　　間　　平成 22年 7月 1日〜 8月 31日（ただし実施機関の休診日を除く）	
★自己負担額　　子宮頸がん　２，０００円	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
　　　　　　　　乳　が　ん　１，０００円（超音波検査のみ）	 	 	 	 	 	 　
　　　　　　　　　　　　　　２，０００円（超音波検査・マンモグラフィー検査）	
★指定機関	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

医療機関名 電話番号

健 診 の 種 類
乳　が　ん 子宮頸がん

視触診超音波
視触診・超音波

マンモグラフィー
視診細胞診

30 〜７９歳 20 〜 79 歳

愛甲産婦人科ひふ科医院 ２２−４０２０ ○ ○

河野産婦人科医院 ２４−３８３８ ○ ○

瀬戸産婦人科医院 ２３−２１３７ ○ ○

田中クリニック ２２−７２２２ ○

辻胃腸科心療内科 ２４−２７７７ ○

手塚病院 ２２−５２７１ ○

外山胃腸病院 ２２−３２２１ ○

とやまクリニック胃腸科肛門科 ２８−３３７５ ○

やまぐちマタニティ ２４−２７３８ ○ ○

人吉総合病院　予防医療センター ２２−７０７０ ○ ○

★受診方法
・役場より配布する健診票に必要事項を記入し医療機関で受診して下さい。	
・料金は直接、医療機関でお支払ください。
・後期高齢者保険証、障害手帳の提示で無料となりますので、ご持参ください。
・健診票がありませんと受診できませんので、ご注意ください。	
　                                         （健康衛生課 ☎０９６６−３２−１１３９にお申し出ください。）	
・保険証をご持参ください。

「子宮頸がん」て何？
　子宮がんは胎児を納める子宮体部にできる

「子宮体がん」と、子宮の出口にできる「子宮
頸がん」がに分かれます。
　子宮にできる７割が子宮頸がんで、子宮がん
健診は、普通この子宮頸がん健診をさします。
　ヒトパピローマウイルスの感染が主な原因と
され、過去２０年間でみると、２０〜３０代に
急増しています。

保健師より

乳がん子宮頸がんを施設で受ける方法についてお知らせいたします。

「乳がん」て何？
　乳がんは、女性ホルモンの刺激を受け
てできる乳腺のがんで、40 代後半に最も
発生しています。
　女性にできるがんの中でいちばん多く、
日本女性の 20 人に１人かかる計算です。
　マンモグラフィー（乳腺専用のレント
ゲン）を使った健診が、勧められています。

今年は２か月間
受けられます。
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県道高沢一勝地線
『時間通行止め』の期間延長について
　住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いいたします。

【規制期間】　（旧）平成２２年６月３０日まで
　　　　→（新）平成２２年７月３１日まで

【規制場所】球磨村大字神瀬字　坂口地内
【規制内容】時間通行止め　
※通行止めの時間　　　９：００〜１０：００
　　　　　　　　　　１０：３０〜１２：００
　　　　　　　　　　１３：００〜１５：００
　　　　　　　　　　１５：３０〜１７：００

（お問合せ先）
球磨村役場　建設課　☎３２−１１１６

【内閣総理大臣名の書状を贈呈します】
　先の大戦において、外地等（事変地の区域又
は戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従
事された旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海
軍従軍看護婦の方（慰労給付金受給者は除く）
に対して、その御労苦に報いるため内閣総理大
臣名の書状を贈呈しております。

請求期限　平成２３年３月３１日です

詳しくは下記お問い合わせ先まで御連絡ください。

◆�御本人または御家族などからの御連絡をお待
ちしております。

（問い合わせ先）
　〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2
　総務省大臣官房総務課管理室　業務担当
　電話　０３−５２５３−５１８２（直通）
　FAX  ０３−５２５３−５１９０

口蹄疫の本県侵入阻止に向けた県民への緊急呼びかけについて
　宮崎県内で発生している口蹄疫は、先週新たに都城市、日向市、宮崎市の農家に拡大し、極めて深刻な状
況となっています。
　万が一、本県で口蹄疫が発生すれば、畜産農家の方々にとって、家畜の殺処分や埋却をはじめとして多大
な苦痛が生じるだけでなく、ほかの県民の方々の日常生活や経済活動にも、計り知れない影響を及ぼす可能
性があります。
　このため、県内には一頭たりとも発生させないとの強い覚悟で、挙県一致の体制で、何としても本県への
口蹄疫侵入を阻止しなければなりません。そのため、次の３点のお願いについて、県民の皆さんへ緊急の呼
びかけをします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年６月１４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊　本　県

１�．畜産農家の方々においては、引き続き、①敷地及び畜舎の消毒の徹底、②外部の人を立ち入らせない、
やむを得ず立ち入らせる場合は消毒を徹底していただきたい。

　�　県民の皆さんは、口蹄疫が発生している地域への訪問は、できるだけ自粛し、やむを得ず訪問す
る場合でも、畜舎や畜産関係施設等には近寄らないようにしていただきたい。

２�．６月１２日付けで、本県は口蹄疫対策特別措置法の第４条の地域指定を受けたことから、宮崎県境
を中心に県が設置する消毒ポイントにおける全車両の消毒が、法に基づき行われることとなりまし
た。県境等の消毒ポイントにおいて、十分な車両の消毒を行っていただきたい。

　　なお、県境を中心とした２４時間対応の消毒ポイントを、８か所から９か所に増設します。

３��．県関係の公共施設において、施設の出入口に消毒マットの設置を始めています。
　�　また、不特定多数の人が集まる施設についても、消毒を行っていただくよう、協力をお願いする

こととしております。
　　県民の方々は、積極的に消毒の御協力をいただきたい。
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特集 「球磨村文化協会」　シリーズ②

★次回もサークルをご紹介いたします。
（問い合わせ先）球磨村文化協会事務局（球磨村教育委員会内）☎３２−１１１７

今回は、球磨村文化協会の「山野草サークル」と「写真サークル」をご紹介します。
活動内容を少しだけご紹介しますので、興味のある方、又は是非参加したい方はご連絡をお待ちしています。
お気軽に代表者、または文化協会事務局へご連絡下さい。

◆山野草サークル　平成２２年度会員　３６名

　山あいにひっそり咲いてくれています山野草を愛
し、山道を歩きながら心身の健康づくりを楽しんで
います。
　仲間の集まりでは、毎月の活動日は４週目の土曜
日に全会員で色々な活動を行っております。
　今年度も１年間の活動計画を策定し、遠征では鹿
児島方面、大分県日田地方の山野散策を計画してお
ります。ゆとりの時間をお持ちの方は是非参加され
ませんか。

一勝地駅で山野草の展示

代表者　淋さんの作品です

山野草サークル
　代表　冨永　知敬　☎３３−０２１４

◆写真サークル　平成２２年度会員　９名

　美しい「ふるさと」を切り取って、あなたの手元に置きま
せんか。私達、写真サークルは誰でもいつでも入会でき、気
の良い仲間ばかりです。
　写真を始めてみようと思う方を待っています。
　携帯電話のカメラから始めて気軽に写して下さい。村内に
は山村ならではの良さが各所にあります。必ず新しい発見が
あります。自分の足で、目で確かめてみましょう。
　そしてあなたが満足する一枚をめざしてシャッターを押し
て下さい。
　あなたのレベルアップにお手伝いが出来れば幸いです。
お電話お待ちします。

写真サークル
　代表　淋　　剛　☎３２−０５０６
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　�

球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

「子育て支援センター　陽だまり」は、月～金の 9:00 ～ 16:00、土曜日は８:00 ～ 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

　�≪７月「陽だまり」行事予定≫
　２日 ( 金 ) 陽だまりサロン
　　　　  　「夏のスキンケアについて」
　７日 ( 水 ) 陽だまりサロン･ママ誕生会
１０日 ( 土 ) 七夕音楽会
１２日 ( 月 ) 陽だまりサロン・プール
１５日 ( 木 ) ３〜 4、7 〜 8 ヶ月健診
１７日 ( 土 ) りんごの木サークル
２１日 ( 水 ) 陽だまりサロン･沐浴見学
２４日 ( 土 ) 夏まつり（渡保育園）
２７日 ( 火 ) あおむし応援団プラネタリウム

病後児保育スタート　　　＝渡 保育園＝
『エンジェルハウス』　ご利用いただいています！

≪陽だまりサロン≫

《りんごの木サークル糸原さんおすすめ絵本》

３才6ヶ月児健診
＝５月２０日（木）実施＝

「は な く そ」　　　パロル舎
アラン・メッツ作・ふしみみさお訳

　豚のジュールとジュリー
は、狼にさらわれてしまい
ます。ジュールは大好きな
ジュリーを狼から守るため
に勇気を振り絞って考えた
作戦は・・・？　ユーモア
たっぷりのラブストリー。

弓削田健介・比留間光悦氏
「七夕音楽会」のご案内

・・・《球磨村地域子育て創生事業》・・・

●とき●ところ
　平成 22 年 7 月 10 日（土）
　　　・１０：００〜　　渡　保育園
　　　・１４：００〜　　神瀬保育園
　　　・１８：００〜　　こがね保育園
●参加費：無料
〜ギターとピアノで弾き語りをされているお
二人の 澄んだ歌声をお聞き下さい！〜

　２２年度より病後児保育がスタートしました。
　就労されている親御さんにとってお子様が病気のときは、「休み
が取れるかな、仕事を長く休めないな・・・」とお困りだったと思
います。そこで今年度より働く親御さんたちのお役に立てばと球磨
村の補助を頂き「病後児保育」を始めました。おかげさまで利用者
も多く、保護者の方からも「安心して仕事ができます。」と喜んで
いただています。
　病後児保育は正看護師と保育士の２名が担当し、定期的に検温を
して、子どもの体調を管理チェックしています。食事もお子さまの
症状に合うものを出していますので、どうぞ安心してお預け下さい。
小学３年生まで利用できます。

　６月１２日（土）に《球磨村
地域子育て創生事業》「大田黒浩
一氏講演会」が行われました。
　会場は笑いでいっぱい！とて
も楽しい講演でみんな元気をも
らいました。

「梅ジュース作り」「芋植え」をしました。

漬けて時間がたつ
ほどまろやかにな
ります！

みんな、あそびにおいで〜
たのしいよぉ〜

収穫の秋が楽しみ♡

大田黒浩一氏講演会

球
磨
村
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

あかちゃん　こんにちは！
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
、
大
集
合

見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

『エンジェルハウス』静かな環境でゆっくり休養できます (^_^)
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社 会 福 祉 協 議 会
《事業の実施状況》
①　会務の運営
　　❖ 理事会……………４回開催
　　❖ 評議員会…………３回開催
　　❖ 監査………………毎月実施

② 地域福祉活動
　　❖ 低所得者対策の推進
　　❖ 老人福祉事業
　　❖ 障がい者福祉事業
　　❖ 母子・父子福祉事業
　　❖ 児童福祉事業
　　❖ 心配ごと相談事業
　　❖ ボランティア活動事業

　③ 社協役員の資質向上
　④ 高齢者生活福祉センター管理・経営
　⑤ 共同募金運動の推進
　⑥ 慰霊祭への協力

　去る５月２６日に開催された理事会・評議員会において、
平成２１年度事業実績報告及び収入支出決算が審議され、原
案のとおり承認されました。	

平成２１年度　事業・決算報告

▲

火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
球

磨
・
人
吉
が
開
催
さ
れ

た
と
き
の
お
出
迎
え
の

時
の
様
子
で
す
。

◎　収　入　( 千円 )　◎　支　出　（千円）
勘定科目 決算額　 勘定科目 決算額　

会費収入 753 人件費支出 87,286
寄付金収入 1,690 事務費支出 9,961
助成金収入 17,453 事業費支出 13,667
受託金収入 128 貸付事業等支出 320
事業収入 805 共同募金配分金事業費 1,199
貸付金事業等収入 449 歳末たすけ合い事業費 975
共同募金配分金収入 1,065 助成金支出 944
介護保険収入 73,878 財政調整基金
自立支援費等収入 688 積立預金積立支出 188
利用料収入 19 経理区分間繰入金支出 11,188
雑収入等 2,888 支出合計 125,728
経理区分間繰入金収入 11,188
退職共済預け金 当期資金収支差額 △ 7,947
返還金収入 6,777 前期末支払資金残高 52,551
収入合計 117,781 当期末支払資金残高 44,60

　平成 21 年度　球磨村社会福祉協議会収支決算書

《単位：人》
クラブ名 会員数 利用人員 月　平均

福 寿 会 38 151 12.58 
ミ ド リ 会 56 344 28.67 
鏡 山 長 寿 会 51 286 23.83 
渡 ニ コ ニ コ 会 52 107 8.92 
渡 西 鶴 亀 会 102 486 40.50 
親 和 会 54 209 17.42 
む つ み 会 63 255 21.25 
岳 本 老 人 会 58 37 3.08 
川 岳 老 人 会 37 211 17.58 
毎 床 寿 ク ラ ブ 67 231 19.25 
鵜 口 老 人 ク ラ ブ 38 6 0.50 
上 区 寿 会 97 113 9.42 
川内区老人クラブ 133 204 17.00 
下 区 老 人 会 52 21 1.75 
清水川老人クラブ 73 337 28.08 
大 瀬 寿 ク ラ ブ 51 110 9.17 
那 良 川 老 人 会 10 87 7.25 
国 見 会 29 27 2.25 
松 谷 亀 寿 会 41 18 1.50 
庄 本 老 人 会 22 114 9.50 

合　　　計 1,124 3,354 279.50 
個　　　人 513 42.75 
回　数　券 460 38.33 
合　　　計 973 81.08
総　合　計 4,327 360.58 

●交流部門年間利用状況	

●在宅福祉サービス事業

利用実績
介  護  保  険  事  業

居宅介護
支援事業

訪問介護
事　　業

訪問入浴
介護事業

通所介護
事　　業

年間延
利用人数 656 335 6 740

年間延
利用回数 − 4,815 7 6,968

利用実績
村  受  託  事  業

軽度生活
支援事業

障害者自立
支援制度事業

ふれあい
サロン事業

年間延
利用人数 48 26 派遣日数

年間延
利用回数 209 278 112

球磨村の人口　4,574 人 　（平成 22 年 4 月 1 日 現在）
年齢 男 女 総数 比率

６０歳以上 856 1,216 2,072 45.3 
６５歳以上 674 1,050 1,724 37.7 
７０歳以上 554 886 1,440 31.5 
８０歳以上 211 414 625 13.7 
９０歳以上 16 57 73 1.6 

高
齢
者
比
率
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寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

　生活する上での様々な悩みや問題等ありました
ら、気軽に相談下さい。種々の関係機関と連携を
とりながら、解決へのアドバイスをいたします。
　◎相談日　毎月第 4 金曜日
　◎時　間　午前 9 時〜 12 時
　◎場　所　高齢者生活福祉センター 「せせらぎ」
　◎相談員　上原　正博　☎３４−００２０
　　　　　　原　ひとみ　☎３３−０２２８
　◎問合先　球磨村社協　☎３２−００２２

心配ごと相談事業　気軽に相談を

社 会 福 祉 協 議 会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
五
月
分
）

○ 

日
當　
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様
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故　

コ
ト
ノ
）

1,282,341

実
績
内
訳

戸 別 募 金 727,500
個 人 募 金 4,178
法 人 募 金 177,000
職 域 募 金 135,260
街 頭 募 金 130,744
その他の募金 107,659

平成 21 年度共同募金実績

●心配ごと相談状況
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件
数 7 2 2 3 3 5 7 1 5 3 38

〜 テーマ　　食中毒に注意しましょう 〜
　食中毒とは、ある一部の種類の細菌やウイルス、
または有害・有毒な物質が含まれた食品を飲食す
ることによって起こる、健康被害のことです。
　食中毒のおもな症状は、腹痛、下痢、嘔吐など
ですが、症状は原因となった菌や、個人差によっても異なります。

　食中毒菌はどこにでもいる菌なので、食中毒は 1 年を通して
ずっと起こりうることです。細菌は、温度・栄養・水の 3 つの条
件がそろうと、一気に増殖します。だから、6 月のジメジメした
頃から増え始め 8 月がピークだと言われています。
　特に下記の 2 つは気に止めて見ましょう。
　・我が家で煮だして作るお茶　→　1 日が限界　　
　　劣化してくると酸味を感じたり、濁ったり、粘りが出ます。
　・牛乳→開封後は 2 〜 3 日以内
　　�賞味期限が書かれていますが、開封していない状態の期限

です。

　冷蔵庫も万能貯蔵庫ではありませんので、冷蔵庫に入れたか
らという過信は禁物です。食中毒はすぐに症状がでるものではあ
りません。潜伏期間が細菌によってもまちまちです。なるべく、
味の落ちないうち早くお召し上がりになって下さい。そうするこ
とで、食中毒は予防することができます。

冷蔵庫の豆知識
（冷蔵庫の庫内温度の目安）

冷凍室 −１８℃以下
冷蔵室 １〜５℃
野菜室 ５〜７℃

パーシャル室（弱）
チルド室

−１〜０℃

パーシャル室（強） −３℃
ドアポケット ３〜４℃

※ �ドアポケットの開閉は、温度が変化しやす
いので温度変化を受けにくいもの（ジャム
のビン類・缶など）を置くほうがよいでしょ
う。

※ �食べ物を取り出すとき、長時間ドアを開けっ
放しにしたりすると、冷気が逃げて温度が
上がってしまいます。

　 �　また、温かい物は、熱いまま入れると冷蔵
庫の温度を上げることにつながりますので、
冷ましてから入れましょう。

　�　冷蔵庫の温度が上がると、他の食品の腐敗
を進めたり、電気代のムダにつながります。
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

〜１００％の確率で、「笑う」・「泣く」・「楽しむ」の３つを体感したいあなたへ！

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。

ホームページには広報と違った一面を載せてます (*^_^*)
　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　（携帯電話）http:/ /k- ypa.  net/i/

～ボウリング選手権！～
　５月２９日（土）に、人吉スターレーンにてボウリング選手権！といいますか、年
度初めの恒例行事である『新入団員歓迎会』を実施しました。ここ数年、簡単に誰で
もいつでも楽しめるということで、歓迎会といえばボウリングと定着しつつあります。
　最初はみんな緊張した面持ちでスタートしたのですが、ゲームが進むにつれて雰囲
気もなごんできて、ストライクやスペアなどが出るとハイタッチをしたり、珍プレー
を披露する団員もいて笑いが起きるなどと、青年団のキャリア関係なく和気あいあい
とボウリングをプレーできました。
　場所を『きらく屋』に移して、これからが本番です。待ちに待った乾杯☆！！自己紹介をして、ボウリングの話等
で盛り上がり、ジョッキ・グラス・皿が若さゆえに次々とあいていきました。時が過ぎるにつれて、先程までの緊張

感は全くなくなり、新入団員も溶け込んでいったようです。
　その後はカラオケに行き、のど自慢大会とＤ君のライブ
で盛り上がりました。歓迎会をとおして、新入団員も今後
は気楽に活動にも参加ができ、今後の行事にもますます打
ち込めるのではないでしょうか。今年度も楽しくスタート
ができました。

名前：内布偉貴
役職：事務局長
一言：ボウリン
グみんなでやろ
うぜ！楽しいよ
^m^

名前：那良昌宏
役職：体育部長
一言：少しでも興
味を持った方は、
ぜひ一度参加して
みてください！

文 化 祭 延 期
　６月２６日・２７日に予定されてい
ました、青年団文化祭が口蹄疫感染防
止のため９月に延期になりました。
　ダンス・郷土芸能（住吉谷ヤッコ）
などの種目に出場予定ですので、延期
になったぶんだけ完成度が高いものに
仕上げたいと思います。期日が決まり
次第、広報・ホームページでお知らせ
します。

～大槻キャンプ場開き～
　６月５日（土）大槻キャンプ場開きが開催され、く
まむら青年団もお手伝いに行きました。体験活動は、

「ｍｙ串作り」と「やまめのつかみ取り」をしました。
竹を小刀で削るのを苦戦している子どもに、アドバイ
スをしたり手を添えたりして一緒になって活動をしま
した。やまめはさばいて、ｍｙ串に刺し炭火で塩焼き
にしておいしくいただきました。

メンバー紹介！
第２弾☆
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　　　　　　　　　　　　　　　７　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
●郡民体育祭

4
●郡民体育祭

5
●野菜栽培講習会

6 7 8 9 10
●郡民体育祭

11
◆参議院議員選挙
　 投票日
●郡民体育祭

12 13 14 15 16 17

18
●郡民体育祭

19 海の日 20 21 22 23 24 

25
●郡民体育祭

26
◆区長文書

27 28 29 30 31

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

打
ち
忘
れ　

習
っ
た
こ
と
も　

出
口
ま
で

羨
ま
し
い　

昔
の
服
が　

き
さ
る
げ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作  

上 

野 

雲 

海

ウ
ー
ン　

半
値
に
し
て
も　

売
れ
ん
な
い

あ
な
た
次
第　

キ
ッ
チ
ン
に
立
つ　

楽
し
さ
が

作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

咳
払
い　

一
声
高
ア　

新
議
員

さ
て　

ど
ぎ
ゃ
ん
公
約　

だ
っ
た
ろ
か

作　

日 

當 
山 
岳

（
人
吉
武
者
返
し
会
の
会
員
の
作
）

尻
軽
さ　

た
だ
酒
な
ら
ば　

飛
う
で
行
く　

作  

倉
野
お
君

一
遍
ど
ま　

銀
行
に
お
茶
出
さ
せ
度
ア　
　

作  

吉
若
酔
舞

こ
ま
ご
ま
と　

会
長
座
っ
と
き
な
っ
せ　
　

作  

村
上
鬼
拳

酔
っ
ぱ
ろ
て　

代
行
ケ
チ
る
も
ん
だ
け
ん　

作  

桝
石
炭
山

川 

柳
鯉
の
ぼ
り　

黄
砂
が
来
る
と
云
っ
て
ま
す

鯉
の
ぼ
り　

や
っ
と
上
が
っ
た　

三
代
目

砂
風
呂
と
芋
焼
酎
の
女
旅　
　
　

カ
ヅ
子

※ [改セ ]＝生活改善センター、[渡多 ]＝渡多目的集会施設、[神多 ]＝神瀬多目的集会施設、[やまなみ ]＝石の交流館「やまなみ」
　 [かわせみ ]＝一勝地温泉かわせみ、[渡小 ]＝渡小学校、[一小 ]＝一勝地小学校、[球中 ]＝球磨中学校、[運公 ]＝総合運動公園

参議院議員選挙期日前投票

参議院議員選挙期日前投票（8:30 〜 20:00　役場相談室）
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球磨村選挙管理委員会　　電話 32-1111（総務企画課内）

後

集

編

記

氏　

名

年
齢

地　

区

小
橋
口　

直
樹

62
才

神
瀬
二
区

大
無
田　

巽

81
才

大
無
田

日
當　

コ
ト
ノ

88
才

日　

当

東　
　

千
鶴
子

98
才

茶　

屋

箙
瀨　

キ
ミ
子

88
才

箙　

瀬

5月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

6月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 3 6  △  1 △  1 1

人　口（人） 4 , 5 6 4  △  8 △  9 6

男　（人） 2 ,16 7  △  2 △  4 0

女　（人） 2 , 3 9 7  △  6 △  5 6

　

い
よ
い
よ
今
年
も
梅
雨
入
り
し

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
暑
さ
、
寝

不
足
、
冷
房
な
ど
で
体
調
を
崩
し
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

我
が
家
で
も
、
夜
は
蒸
し
暑
く
、

子
ど
も
達
も
眠
れ
な
い
の
か
、
ゴ
ロ

ゴ
ロ
と
転
が
り
な
が
ら
寝
て
い
ま

す
が
、
た
ま
に
は
夜
中
に
ド
ー
ン
と

足
が
私
に
落
ち
て
き
ま
す
。
今
は
、

痛
く
て
も
お
か
し
い
体
験
だ
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
梅

雨
時
期
に
は
災
害
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
山
崩
れ
の
現
場
に
行
き
ま
す

と
、
よ
く
こ
こ
に
家
が
無
か
っ
た
と

ホ
ッ
と
す
る
反
面
、
い
つ
何
処
で

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

日
頃
か
ら
の
注
意
と
危
険
な
場
合

は
早
め
の
非
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
災
害
が
起
き
な
い
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
）

　
　
　

氏　

名

出
身
地

藤
本　

昴

多
武
除

朝
岡　

佳
子

宇
城
市

東　
　

竜
太

人
吉
市

鵜
口　

蘭
奈

鵜　

口

寿 ご
結
婚
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

松
本　

暖は
る
と叶

真
吾

松　

本

第２２回参議院議員通常選挙について
選挙期日
　公示日　平成２２年６月２４日（木）
　投票日　平成２２年７月１１日（日）

投票時間
　午前７時から午後６時まで（次の投票所を除く）。
　※�第８投票所（俣口）・第１３投票所（多武除）・第

１４投票所（川島）・第１５投票所（大槻）は、午
前７時から午後５時までとなります。

当日投票に行けない方
　球磨村役場において、次のとおり期日前投票がで
きます。
　期間　６月２５日（金）〜７月１０日（土）
　時間　午前８時３０分〜午後８時
　場所　球磨村役場２階　相談室

　選挙人名簿に登録されている方で、指定された病
院及び老人ホーム等の施設に入所されている方は、
その施設で『不在者投票』ができます。
　詳しくは、球磨村選挙管理員会または施設の方に
お尋ねください。

投票方法
　投票用紙は『熊本県選挙区選出議員』と『比例代表
選出議員』の２種類です。

　① 熊本県選挙区選出議員の投票方法
　　 �熊本県選挙区選出議員の候補者の氏名を「薄黄色

の投票用紙」に記入して投票してください。

　② 比例代表選出議員の投票方法
　　 �比例代表の候補者氏名または政党等の名称・略称

を「白色の投票用紙」に記入して投票してください。

参議院選挙
投票箱

熊
本
県
選
出

投
票
用
紙

比
例
代
表

投
票
用
紙

1 2

寿


